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第 141 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

『つながる 〜 聞いてうなずける 〜』  

 

2022 年 12 月 17 日『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』に赴いた。 個人面談も 4組あっ

た。『つながる保健室』(看護師による on-line 相談室)の東京、神奈川県、名古屋から 3

人の看護師（戸田裕子氏、大野美鈴氏、荒尾美智子氏）との個人面談では、【『空っぽの器』

の『First Contact Team(居場所作り)』の時代的要請】を語った。 2022 年 12 月 10 日、11

日万座温泉日進舘での『がん哲学外来カフェ in 万座温泉クリスマス会 新渡戸稲造

(1862-1933)生誕 160 周年に寄せて』に参加された方も出席されていた。 

 

筆者の講演は『スルメ』のようである（下記）と指摘された戸田裕子氏が、我孫子のカフェ

代表：中野綾子氏が作詞・作曲された『スルメ症候群数え唄』(中野綾子氏のピアノ演奏と

大橋恵美子氏の歌唱）を会場で流された（下記）。【中野綾子さんに来年の OCC1 月 7 日、

新春にふさわしい歌とピアノ(30 分)+中野綾子さん作詞作曲 スルメ症候群数え歌をお願い

しましたら OK をいただきました。中野綾子さん(ピアノ)と大橋恵美子さん(歌)ユニット

名：えみゅ〜ずです。】と森尚子氏からメールが届いた。 皆様の『速効性と英断』にはた

だただ感服した。  

『スルメ症候群』認定証の３箇条 

1．噛めば噛むほどに旨味を感ずる 

2．噛んで得た旨味が自身の血となり肉となる 

3．必要なときに噛み旨味を得ることができる 

『スルメ症候群数え唄』 

一度 聞いてもわからない 

二度も 聞いてもわからない 

三度 聞いて首傾げ 

四度 聞いてうなずける 

あ〜あ〜 スルメ症候群 

あ〜あ〜 スルメ症候群 

訳がわからんのがいいね 

 

また、2022 年 11 月 11 日の『日光東照宮 紅葉� と華厳の滝の旅』の記念誌(画像）も持参

された。『人生の良き想い出となる大変有意義な時』となった。 
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